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 ★もっと詳しく知るには
・九州大学基金ウェブサイト

https://kikin.kyushu-u.ac.jp

 ◆問合せ先
・総務部同窓生・基金課　TEL: 092-802-2150

　　　　　　　　　　　　　　内線:90-2150

　E-mail:k-kikin@jimu.kyushu-u.ac.jp

　国立大学法人である九州大学の予算は、本学が定

める年度計画に沿って実施する教育・研究・診療等

において、資金面での拠となるものです。

予算

財務

　本学における予算の特徴としては、収入面では、

国から交付を受ける運営費交付金が減少する中、附

属病院収入や産学連携等研究収入が大きく増加して

おり、中でも附属病院収入は、病院の経営努力によ

り増収を続け、今では運営費交付金を上回っていま

す。一方、支出面では、予算額のうち、教育研究経

費38.4%、診療経費36.5% と合わせて74.9% の大き

な割合を占めています。

★もっと詳しく知るには
・FINANCIAL　REPORT（財務レポート）

http://www.kyushu-u.ac. jp/ja/university/

publication/report/

◆問合せ先
・予算について

財務部財務企画課総括予算係　092-802-2341

内線:90-2341
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○決算の分析
　本学では、財政状態や運営状況の把握や改善に資

するため本学の対前年度との比較分析を行うととも

に、全国における本学の位置付けを把握するため他

大学との比較分析を行い、学内の会議等で報告して

います。

 ★もっと詳しく知るには
・九州大学の財務諸表等

・FINANCIAL REPORT（財務レポート）

 ◆問合せ先
・決算について

　財務部決算課決算総括係　092-802-2379

　　　　　　　　　　　　　内線:90-2379

決算

　国立大学法人は、「国民の税金」である運営費交付

金、学生の授業料、附属病院の収入、外部資金等を

運営資金として国から負託された教育研究診療等の
業務を行っています。そのために、国民その他の利

害関係者に対し、財政状態や運営状況に関する説明

責任を果たすとともに、自らの財政状況を客観的に

把握する観点から、国立大学法人会計基準等に従い

会計及び決算を行っています。

○決算の実施 
　本学では月次決算、中間決算、期末（年度末）決算

を実施しています。国立大学法人の会計は発生主義

をとっており、教職員が物品の購入等を行った場合

はその事象の発生した月にすみやかに手続きを行う

こととされています。（「『国立大学法人会計基準』及

び『国立大学法人会計基準注解』報告書」）

  注意！ 属所、はていつに日切締のき続手の月毎 　

部局の会計担当係から連絡があります。

○決算の公表
　国立大学法人は毎事業年度、財務諸表等を作成し

当該事業年度の終了後三月以内に文部科学大臣に提

出し承認後、官報に公告し、ホームページ等でも広

く一般に公表することが義務付けられています。ま

た、国立大学法人の財務諸表等は、検証可能な形で

作成し、公表しなければならないとされています。

  注意！ 点のこ、もてった当にるす用使を費究研 　

に留意する必要があります。

　九州大学の学士課程教育（いわゆる学部段階の教

育）の授業科目は大きく「基幹教育科目」と「専攻教育

科目」に分けられ、基幹教育と専攻教育とは有機的な

連関のもとで4年（医学部医学科・歯学部・薬学部臨

床薬学科は6年）一貫の教育として行われます。専攻

教育は、専門性を高めるべく各学部・学科の責任で

実施される一方で、基幹教育は、本学の総合大学と

しての機能を活かす形で、すべての研究院、研究所、

学内共同教育研究センター、先導的研究センター等の

教員が全学的に協力し一体となり実施しています。（※

詳しくは基幹教育の項を参照してください。）

　基幹教育科目と専攻教育科目については、学部・

学科ごとに履修すべき科目や単位数が定められてい

ます。

　平成5年度までは、教養部において教養課程（医・

歯学部は進学課程）の所定の単位を修得し、専門課

程（学部）に進学していましたが、教養部廃止後は、

学士課程を「一貫」教育と位置付け、今日のシステム

を構築しています。

教育課程の変遷
～ 平成５年度

教育課程
「教養課程」 「専門課程」

－（進学）→
教育内容 一般教育 専門教育
実施組織 （教養部） （各学部）

➡
現在

「学士（一貫）課程」

基幹教育 ＋ 専攻教育
（全学）　　  （各学部）

 ★もっと詳しく知るには
・教育課程の概要

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/education/class/

curriculum/summary/

 ◆問合せ先
・基幹教育について

　学務部基幹教育・共創学部課　092-802-5941

　　　　　　　　　　　　　　　内線:90-5941

・教育課程全般について

　学務部学務企画課　092-802-5928

　　　　　　　　　　内線:90-5928

基幹教育（平成26年度以降入学者）

　九州大学は「九州大学教育憲章」に示す「人間性の

原則」、「社会性の原則」、「国際性の原則」及び「専

門性の原則」にたち、「日本の様々な分野において指

導的な役割を果たし、アジアをはじめ広く全世界で

活躍する人材を輩出し、日本及び世界の発展に貢献

する」ことを目指しています。また、中期目標にお

いては、教育憲章に掲げる使命と理念を達成するた

めに、「豊かな教養と人間性を備え、世界的視野を

もって生涯にわたり高い水準で能動的に学び続ける

指導的人材を育成する」としています。

　これらを念頭に、九州大学では、新たな知や技能

を創出し、未知な問題を解決していく上での幹とな

る「ものの見方・考え方、学び方」を育む基幹教育を

行い、生涯にわたって自律的に学び続けるアクティ

ブ・ラーナーの育成を目指し、平成26年度入学者

から基幹教育カリキュラムを開始しました。

　基幹教育カリキュラムは、初年次～学部～大学院

～社会へと続く学びの成長を支持する幹をつくる体

系として構成され、専門領域に閉じることなく、価

値観の異なる他者との間で多様な知を交流させ、新

たな知を創造していく「他者や状況に開かれた」発想

対話型の学びや、躓きや失敗から学ぶ「過程を重視

した教育」を重視しています。

　また、基幹教育カリキュラムは、各学部が掲げる

人材育成像に立脚した学位プログラムとの整合性を

もって編成され、学部専攻教育との相互作用により

専門性の深化を図ります。

○構成
　基幹教育カリキュラムの構成は次のとおりです。

　基幹教育セミナー、課題協学科目、言語文化科目、

文系ディシプリン科目、理系ディシプリン科目、サ

イバーセキュリティ科目、健康・スポーツ科目、総

合科目、高年次基幹教育科目

○履修方法
　基幹教育科目は、全学部において学部1年次に36

九州大学の学士課程教育

教育
http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/

publication/financial_statements/

http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/

publication/report/
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